
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
の
系
譜

（
そ
の
二
）

櫻
　
　
井

雅
　
　
人

（37）　「藁の中の七面鳥」の系譜（その二

（
本
稿
は
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
の
系
譜
一
そ
の
一
）
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第

二
一
六
巻
第
三
号
、
平
成
＝
二
年
九
月
号
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
一

一
一
一
起
源
を
た
ず
ね
て

　
器
楽
曲
と
し
て
の
側
面
が
強
く
な
る
に
つ
れ
て
名
称
も
「
ジ
ッ

プ
・
ク
ー
ン
」
と
し
て
よ
り
は
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
も
十
九
世
紀
に
は
ミ
ン
ス
ト

レ
ル
．
シ
ョ
ー
で
出
し
物
と
な
っ
て
い
て
、
ス
タ
ー
ン
ズ
夫
妻
に
よ

る
と
、
「
一
八
九
〇
年
代
ま
で
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
と
グ
レ
イ
ト
ン
と

し
て
知
ら
れ
る
顔
を
黒
く
塗
っ
た
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
と
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ

ル
の
チ
ー
ム
が
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
に
合
わ
せ
て
「
パ
ッ
テ
ィ
ン

グ
．
ラ
ビ
ツ
ト
・
ハ
ツ
シ
ュ
」
［
パ
ツ
テ
ィ
ン
グ
・
ジ
ュ
ー
バ
の
一

種
］
を
演
じ
た
。
ダ
グ
ラ
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
［
『
ア
メ
リ
カ
ン
・

ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
』
一
一
九
四
〇
）
］
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
両
手
で

膝
・
腰
・
肘
・
肩
・
前
腕
を
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
叩
き
な
が
ら
ス
ネ
ア
・

ド
ラ
ム
の
よ
う
に
三
拍
子
の
ロ
ー
ル
音
を
打
ち
出
す
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
（
1
〕

た
L
と
言
う
。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
モ
ー
ル
は
「
ミ
ン
ス
ト
レ

ル
．
ソ
ン
グ
の
中
に
は
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
の
よ
う
に
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ド
ル
曲
を
改
作
し
た
も
の

（
注
岩
訂
巨
昌
）
も
あ
る
が
、
直
接
に
黒
人
の
起
源
に
遡
れ
る
も
の

は
な
い
。
た
だ
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
ラ
イ
ン
の
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン

の
み
な
ら
ず
黒
人
の
音
楽
演
奏
で
好
ま
れ
た
半
音
下
げ
た
第
七
音
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

か
歌
詞
の
繰
り
返
し
の
よ
う
に
黒
人
か
ら
の
影
響
の
残
存
も
あ
る
L

と
一
言
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
で
き
る
が
、
い
わ
ゆ
る
テ
キ
ス
ト
（
歌
詞
・
旋
律
）
の
レ
ペ
ル
に

お
い
て
の
影
響
関
係
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
実
際
に
黒
人
た
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ち
が
演
奏
し
た
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
ア
フ

リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
系
の
「
レ
イ
ス
・
レ
コ
ー
ド
」
で
は
第
二
次

大
戦
前
に
三
点
の
録
音
し
か
な
い
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

ア
フ
リ
カ
ン
系
の
演
奏
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
う
ち

二
点
は
「
未
発
売
」
で
、
発
売
さ
れ
た
の
は
ス
ト
ー
ヴ
パ
イ
プ
・
ナ

ン
バ
ー
・
ワ
ン
＾
卑
o
き
宮
肩
z
o
．
H
）
の
み
で
あ
る
。

四
　
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」

　
原
曲
の
候
補
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
同
系
統
の

曲
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル

（
Z
津
9
9
⊂
目
庄
胃
9
①
匡
…
）
」
＾
と
き
と
し
て
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・

オ
ン
・
ザ
・
ヒ
ル
」
と
も
）
で
あ
ろ
う
。
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
は
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
州
南
西
部
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
沿
い
の
都
市
一
一
七
九
八
年
か
ら

一
八
〇
二
年
ま
で
同
準
州
の
首
都
一
で
、
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン

ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
は
河
畔
の
歓
楽
街
、
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・

ヒ
ル
は
山
の
手
で
あ
る
。
ア
ラ
ン
・
ロ
ー
マ
ッ
ク
ス
は
、
「
（
「
藁
の

中
の
七
面
鳥
」
の
一
旋
律
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
パ
イ
パ
ー
の
リ
ー

ル
L
で
あ
っ
て
「
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
も
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
船

乗
り
た
ち
の
問
で
は
や
っ
て
い
た
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

ザ
・
ヒ
ル
」
と
呼
ぱ
れ
る
ジ
グ
曲
と
も
関
連
す
る
」
と
言
う
。
ジ
ョ

ン
・
フ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
「
初
期
の
ミ
ン
ス
レ
ル
の
歴
史
に
よ
る
と

「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
の
曲
の
起
源
は
西
部
に
あ
っ
て
、
船
乗
り
た

ち
の
ダ
ン
ス
で
使
わ
れ
た
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ヒ
ル
」
で

あ
り
、
民
俗
学
者
の
な
か
に
は
一
七
八
二
年
の
フ
ィ
ド
ル
曲
集
に

載
っ
て
い
る
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
一
後
述
一
と
の
関
連
を
示
唆

　
　
　
　
　
＾
5
）

す
る
も
の
も
い
る
」
と
言
う
。
ま
た
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ト
ウ
ェ
ル

も
「
黒
人
と
白
人
の
船
乗
り
た
ち
は
、
表
現
・
方
言
、
ジ
ョ
ー
ク
や

物
語
ま
た
ジ
グ
や
リ
ー
ル
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
共
有
し
て
い
た
。
た

と
え
ぱ
、
広
く
報
告
さ
れ
て
い
る
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ヒ
ル
」
は
、
一
方
で
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
リ
ー
ル
の
「
ジ
ョ

リ
ー
ニ
ミ
ラ
ー
」
一
後
述
一
と
、
も
う
一
方
で
は
後
に
「
藁
の
中
の

七
面
鳥
」
と
な
っ
た
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
の
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
と
関

　
＾
6
）

連
す
る
」
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
〕

　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ェ
イ
ス
の
『
ア
メ
リ
カ
の
民
話
と
民
謡
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
で
採
録
さ
れ
た

フ
ィ
ド
ル
曲
（
歌
詞
は
な
い
）
の
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ

ル
」
は
、
同
一
で
は
な
い
が
、
類
似
し
て
い
る
旋
律
で
あ
る
（
な
お
、

ジ
ョ
ン
・
パ
ウ
ェ
ル
一
旨
巨
勺
o
峯
o
＝
一
に
こ
の
旋
律
な
ど
を
使
っ

た
『
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ
ル
（
z
津
o
す
g
o
自
艘
①
｝
二
一
）
』

と
い
う
交
響
組
曲
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
）
。
ア
イ
ラ
・
フ
ォ
ー
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ド
『
ア
メ
リ
カ
の
伝
承
音
楽
』
の
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ

ル
」
の
楽
譜
も
基
本
的
に
は
同
種
の
旋
律
と
考
え
ら
れ
る
（
解
説
等

は
な
い
が
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
は
別
の
と
こ
ろ
で
別
の
曲
と
し
て

収
録
さ
れ
て
い
る
）
。
旋
律
曲
線
を
み
る
と
特
に
末
尾
が
「
ジ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

プ
・
ク
ー
ン
」
に
似
て
い
る
。

　
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」
と
い
う
題
名
で
の
記

録
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
伝
承
版
の
C
D
と
し
て
は
テ
ッ
ク

ス
．
ロ
ー
ガ
ン
（
↓
①
×
　
－
o
胴
印
コ
）
と
ロ
ン
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
p
o
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
一

旨
a
彗
）
の
フ
ィ
ド
ル
演
奏
が
あ
り
、
後
考
へ
の
ラ
イ
ナ
ー
・

ノ
ー
ツ
で
は
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
と
似
て
い
る
た
め
に
独
立
し
た
存

在
と
し
て
は
終
焉
を
早
め
て
い
る
よ
う
だ
」
と
い
う
。
旋
律
は
違
う

が
、
「
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
曲
だ
」
と
い
う
程
度
に
は
似

て
い
る
。
ヘ
ン
リ
ー
・
リ
ー
ド
（
｝
彗
q
勾
①
＆
）
が
弾
く
「
ナ
ッ

チ
ェ
ズ
」
は
テ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
ガ
ン
版
に
か
な
り
近
い
も
の
で
、
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
）

コ
ー
ド
・
C
D
化
は
さ
れ
て
い
な
い
が
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ー

ド
は
、
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
を
こ
れ
と
は
別
に
録
音
し
て
い
る
の

で
、
明
ら
か
に
異
な
っ
た
曲
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ョ

ン
・
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
（
』
o
ブ
目
＝
彗
亀
o
庄
）
は
テ
キ
サ
ス
の
フ
ィ

ド
ラ
ー
の
ベ
ニ
ー
・
ト
マ
ソ
ン
（
巾
雪
ξ
H
ぎ
∋
麸
ω
昌
）
か
ら
学

ん
だ
と
い
う
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」
を
演
奏
し

　
　
一
n
一

て
い
る
。
ノ
ー
ツ
で
は
「
こ
の
曲
は
「
オ
ー
ル
ド
・
ジ
ツ
プ
・
ク
ー

ン
」
と
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
の
先
駆
（
顯
肩
＆
9
霧
ω
昌
一
L
と
尋
冒

う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ト
マ
ソ
ン
と
デ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
ッ
ト
が
ビ

　
（
u
）

デ
オ
の
中
で
競
演
し
て
弾
い
て
い
る
曲
を
本
人
た
ち
は
「
藁
の
中
の

七
面
鳥
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
多
く
の
人
に
配
慮
し
て
「
藁
の
中
の

七
面
鳥
」
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
実

際
に
は
正
真
正
銘
の
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」
で

あ
る
。
マ
リ
オ
ン
・
シ
ー
ド
『
フ
イ
ド
ル
・
ブ
ッ
ク
』
所
収
の
旋
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旧
）

に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
名
称
か
ら
す
る
と
ウ
ェ
イ
ド
・

ウ
ォ
ー
ド
の
「
ニ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
（
乞
岸
争
鶉

　
　
　
　
　
＾
u
）

○
く
胃
乎
①
＝
…
）
」
も
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ノ
ー

ツ
で
は
テ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
ガ
ン
版
に
言
及
し
て
「
主
た
る
類
似
は
名

称
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
別
の
曲
で
あ
る
。
な
お
、
セ
シ
ル
・

シ
ャ
ー
プ
は
ア
パ
ラ
チ
ア
で
こ
の
曲
を
聞
い
た
よ
う
で
「
マ
ッ
チ
ェ

ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
（
雪
9
9
窃
C
邑
雪
艘
①
雪
＝
）
」
と

　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

の
名
を
記
録
し
て
い
る
一
後
述
の
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
論
文
に
も

こ
の
名
へ
の
言
及
が
あ
る
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
一

　
ハ
ン
ス
・
ネ
イ
サ
ン
は
、
オ
ー
ル
ス
ト
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
説
を
引

用
し
な
が
ら
、
「
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
は
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン

ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」
と
呼
ぱ
れ
る
荒
々
し
い
ジ
グ
・
ダ
ン
ス
か
ら
由
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来
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ

ル
と
い
う
所
に
は
船
乗
り
、
川
海
賊
、
賭
博
師
、
高
級
売
春
婦
た
ち

が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
ホ
ー
ダ
ウ
ン
を
楽
し
む
た
め
に
集
ま
っ
て
き

　
　
　
＾
π
一

た
の
だ
っ
た
L
と
以
前
か
ら
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
」
起
源
説
が
あ
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
に
コ
メ
ン
ト
は
加
え
て
い
な
い
。

同
じ
典
拠
に
基
づ
い
て
、
ラ
ッ
セ
ル
・
サ
ン
ジ
ェ
ク
も
「
約
半
世
紀

の
ち
の
一
ブ
ラ
ウ
ン
一
大
佐
に
よ
る
と
、
一
ジ
ョ
ー
ジ
一
ニ
コ
ラ
ス

が
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
を
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
舞
台
芸
人
の
ボ
ブ
・
フ
ァ
レ
ル
も
作
者
と
し
て
名
棄
り
を
あ
げ
て

お
り
一
八
三
四
年
に
フ
ァ
レ
ル
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
演
じ
ら

れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
起
源
で
あ
っ
て
、
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎜
一

な
る
荒
々
し
い
ジ
グ
か
ら
由
来
す
る
」
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
デ

イ
ル
・
コ
ッ
ク
レ
ル
は
、
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ
ル
」
が

G
・
P
・
ノ
ー
フ
編
の
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
ル
集
』
6
．
勺
■

宍
目
彗
貝
ミ
磧
ぎ
ざ
完
§
ら
（
一
八
三
九
）
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、

こ
れ
は
「
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
を
幾
分
か
余
所
行
き
に
し
た
版
で

　
　
　
　
一
㎎
）

あ
る
L
と
言
う
。
こ
の
ノ
ー
フ
版
（
発
売
は
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ィ
リ
ッ
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
）
は
リ
ィ
ー
ヴ
ィ
・
コ
レ
ク

　
（
㎜
〕

シ
ョ
ン
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
す
る
と
、
第
三
曲

目
が
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ
ル
」
で
、
ホ
長
調
の
ピ
ア
ノ

　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

曲
に
編
曲
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
旋
律
線
は
類
似
し
て
お
り
、
と

く
に
二
小
節
目
後
半
か
ら
四
小
節
目
に
か
け
て
は
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ァ
ル
ド
や
サ
イ
モ
ン
・
ブ
ロ
ナ
ー
が
「
ナ
ツ
チ
ェ

ズ
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ
ル
」
起
源
説
を
無
視
し
て
い
る
理
由
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
キ
ャ
ン
ト
ウ
ェ
ル
が
「
広
く
報
告
さ
れ
て
い
る
」
と

言
う
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
彼
ら
が
こ
の
曲
一
な
い
し
は
こ
の
起
源

説
）
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
り
古
い
と

い
う
証
拠
が
な
い
た
め
か
、
あ
る
い
は
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
オ
ン
・

ザ
・
ヒ
ル
」
の
ほ
う
を
派
生
し
た
曲
と
み
な
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
。
記
録
の
年
代
か
ら
す
る
と
、
確
か
に
「
ジ
ッ

プ
・
ク
ー
ン
」
が
五
年
ほ
ど
古
い
。
し
か
し
、
「
常
に
ジ
ツ
プ
は
歌

わ
れ
て
そ
し
て
踊
ら
れ
た
。
カ
ー
ル
・
ウ
ィ
ト
キ
は
そ
の
名
著
『
タ

ン
ボ
・
ア
ン
ド
・
ボ
ー
ン
ズ
』
一
一
九
三
〇
）
の
中
で
、
一
ジ
ッ
プ
・

ク
ー
ン
の
）
一
般
的
な
踊
り
方
は
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
の
近
く
の
た
ま
り
場

で
し
ば
し
ぱ
実
際
に
行
わ
れ
た
ホ
ー
ダ
ウ
ン
の
た
め
の
船
乗
り
や
賭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

博
師
の
間
か
ら
生
ま
れ
た
荒
々
し
い
ダ
ン
ス
に
似
て
い
る
」
と
言
わ

れ
る
。
一
八
六
一
年
に
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
で
踊
ら
れ
て
い
た
「
黒
人
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
踊
ら
れ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・

　
　
　
菊
）

ジ
グ
の
一
種
」
の
曲
名
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
」

266



（41）　r藁の中の七面鳥」の系譜（その二〕

の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る
と
、
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー

ン
」
が
広
ま
る
と
じ
き
に
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
あ
た
り
で
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・

ア
ン
ダ
i
・
ザ
・
ヒ
ル
」
と
い
う
ダ
ン
ス
の
伴
奏
曲
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
、
そ
れ
が
曲
名
と
な
っ
て
ア
パ
ラ
チ
ア
な
ど
に
も
フ
ィ
ド
ル

曲
と
し
て
伝
わ
っ
た
、
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
る
と
、

「
ナ
ツ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」
は
「
ジ
ツ
プ
・
ク
ー
ン
」

か
ら
派
生
し
た
曲
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
曲
に
は
明
ら
か
な

違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
共
通
し
た
先
行
曲
か
ら
分
か
れ
て

別
々
に
成
立
し
た
、
と
考
え
る
ほ
う
が
無
理
が
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
北
部
で
盛
ん
で
あ
っ
た
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
シ
ョ
i
が
南
部
の

ナ
ッ
チ
ェ
ズ
付
近
で
い
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
状
況
証

拠
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

五
「
オ
ー
ル
ド
・
ポ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
」

　
カ
ナ
ダ
の
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
ー
シ
ャ
州
ケ
ー
プ
・
ブ
レ
ト
ン
島
の

ジ
ョ
ー
・
マ
ク
リ
ー
ン
一
フ
ィ
ド
ル
）
が
演
奏
す
る
「
オ
ー
ル
ド
・

ボ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
（
↓
訂
O
E
｝
o
①
q
＝
〇
一
①
）
」
は
、
同
じ
曲
と
呼
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
別
一

で
も
よ
い
く
ら
い
に
似
て
い
る
。
少
し
長
い
が
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
（
薫
胃
斥
ミ
＝
ω
昌
）
の
ラ
イ
ナ
ー
・
ノ
ー
ツ
の
一
部
を
引
用
す

る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
フ
ィ
ド
ル
演
奏
に
関
心
が
あ
る
も
の
と

し
て
最
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
に
「
オ
ー
ル
ド
・

ポ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
ど
こ
で
も
聞
か

れ
る
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
の
親
戚
で
あ
る
。
も
っ
と
正
確
に
い

う
な
ら
ぱ
、
ジ
ョ
ー
が
演
奏
す
る
「
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ッ
グ
・
ホ
ー

ル
」
は
ア
パ
ラ
チ
ア
の
オ
ー
ル
ド
・
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
「
ナ
ッ

チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」
の
弾
き
方
に
多
く
の
著
し
い

類
似
点
が
あ
る
。
「
ナ
ッ
チ
ェ
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ヒ
ル
」
は

の
ち
に
十
九
世
紀
の
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
リ
ア
ン
た
ち
に
よ
っ
て
「
藁

の
中
の
七
面
鳥
」
に
編
曲
し
な
お
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
は

こ
の
曲
を
十
九
世
紀
末
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
印
刷
さ
れ
た
カ
ー
の

『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
楽
し
い
曲
集
（
穴
害
『
、
ω
き
、
ミ
ミ
良
－

○
き
s
さ
、
き
“
ミ
ミ
邑
』
第
一
巻
か
ら
覚
え
た
。
カ
ー
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
は
幾
つ
か
の
ア
メ
リ
カ
起
源
の
曲
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
「
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

固
有
の
曲
な
の
か
あ
る
い
は
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ェ
イ
ス
一
ミ
ン
ス
ト
レ

ル
一
の
巡
業
劇
団
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
か
は

判
然
と
し
な
い
。
い
ず
れ
の
起
源
に
せ
よ
、
ジ
ョ
ー
の
ド
ラ
イ
ヴ

の
か
か
っ
た
演
奏
を
聞
く
と
ケ
ー
プ
・
ブ
レ
ト
ン
と
ア
メ
リ
カ
南

部
山
地
の
音
楽
と
が
先
祖
に
共
通
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
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起
こ
さ
せ
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
同
じ
論
旨
を
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
論
文
記
事
で
も
繰

　
　
　
　
　
一
拓
）

り
返
し
て
お
り
、
「
オ
ー
ル
ド
・
ポ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
」
が
「
藁
の
中

の
七
面
鳥
」
の
原
曲
一
、
與
ω
8
房
肩
畠
彗
ぎ
『
、
、
）
で
あ
る
可
能
性

を
捨
て
き
れ
な
い
で
い
る
の
だ
が
、
あ
と
で
見
る
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ

リ
ー
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
「
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ッ
グ
・

ホ
ー
ル
」
な
る
歌
（
が
あ
る
こ
と
）
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ

も
記
録
の
年
代
か
ら
し
て
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
版
の
フ
ィ
ド
ル
曲

の
「
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
」
の
存
在
の
み
に
よ
っ
て
「
藁

の
中
の
七
面
鳥
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
と
の
推
測
に
は
か
な

り
の
無
理
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
珊
〕

　
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
に
は
三
点
の
「
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ッ
グ
・

ホ
ー
ル
」
の
ソ
ン
グ
・
シ
ー
ト
（
歌
詞
の
み
）
が
あ
る
。
コ
ミ
カ
ル

な
歌
詞
一
内
容
は
三
点
と
も
同
一
）
で
、
い
ず
れ
に
も
題
名
の
下
に

「
曲
名
、
オ
ー
ル
ド
・
ジ
ツ
プ
・
ク
ー
ン
」
（
≧
■
○
巳
N
旨
O
o
9
一

と
書
か
れ
て
い
て
こ
の
旋
律
を
利
用
し
て
後
か
ら
作
ら
れ
た
替
え
歌

と
さ
れ
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
は
各
連
の
末
尾
に
あ
る
、
．
；
①
o
巨

σ
o
o
q
・
ぎ
τ
、
、
と
い
う
歌
詞
か
ら
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

一
こ
の
題
名
の
器
楽
曲
が
歌
詞
よ
り
も
先
に
作
ら
れ
て
い
た
と
は
思

え
な
い
）
。
三
点
と
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
（
う
ち
二
点

は
発
行
者
が
同
こ
、
発
行
年
代
に
つ
い
て
は
そ
の
一
点
に
一
八
六

〇
年
と
い
う
刷
り
込
み
一
ぎ
召
薫
一
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
（
そ
し
て
ケ
ー
プ
・
ブ
レ
ト
ン
）
の

「
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
巡
業
芸
人

（
で
あ
ろ
う
）
が
、
歌
と
し
て
か
器
楽
曲
と
し
て
か
は
不
明
だ
が
、

「
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ッ
グ
・
ホ
ー
ル
」
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
持
ち
込
ん

だ
も
の
で
、
歌
詞
は
忘
れ
去
ら
れ
て
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
と
旋
律
の
み

を
引
き
継
い
で
フ
ィ
ド
ル
曲
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

六
　
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
i
」

　
時
代
を
も
う
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
原
曲
と
し

て
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
（
↓
ぎ
カ
o
器
↓
H
窒
）
」
（
ま
た
は
「
オ
ー

ル
ド
・
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
）
を
挙
げ
る
説
は
以
前
か
ら
出
さ
れ

　
一
η
）

て
い
た
。
た
だ
し
、
一
見
・
一
聴
し
て
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

は
似
て
い
な
い
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ム
『
イ
エ
ス
タ
デ
イ
ズ
』
に
こ

の
旋
律
を
使
っ
た
ト
マ
ス
・
ム
ー
ア
の
「
我
を
去
り
し
望
み
を
嘆
か

ん
（
H
、
庄
ζ
O
膏
コ
｝
⑭
＝
ε
窃
↓
ぎ
一
－
畠
き
…
①
一
」
の
楽
譜
一
前

半
）
が
、
ま
た
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
ン
グ
マ
ン
『
ア
メ
リ
カ
音
楽
の
パ
ノ

（
別
）

ラ
マ
』
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ー
ル
ド
『
貧
し
き
兵
士
』
（
峯
昌
訂
昌
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ω
巨
o
頁
§
軸
き
ミ
ω
o
ミ
帯
）
H
べ
o
。
ω
）
か
ら
の
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ

リ
ー
」
の
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
者
た
ち
が
た
ま

た
ま
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
原
曲
説
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
の
で
は
あ
る
が
、
理
由
は
不
明
な
が
ら
、
他
の
個
所
で
言
及

さ
れ
て
い
る
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
や
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
と
の

関
係
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
セ
シ
リ
ア
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
は
「
こ
の
曲
（
ジ
ツ
プ
・
ク
ー
ン
と

ナ
ッ
チ
ェ
ズ
）
の
古
い
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
出
所
は
お
そ
ら
く
「
ロ
ー

ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
で
あ
る
」
と
し
て
、
ま
た
ア
ラ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ー
ア

も
「
出
所
が
十
八
世
紀
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ギ
リ
ス
曲
の

「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
で
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
な
い
。
旋

律
曲
線
で
唯
一
の
顕
著
な
相
違
は
、
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
が
第
ニ
ス

ト
レ
イ
ン
（
歌
詞
で
の
第
二
行
目
に
相
当
一
の
第
三
小
節
で
主
音
に

な
る
の
に
対
し
て
、
「
ジ
ツ
プ
・
ク
ー
ン
」
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
曲

は
同
じ
旋
律
を
大
い
に
利
用
し
て
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
に
上
が
る
点
だ

　
　
　
　
　
　
＾
㏄
）

け
で
あ
る
L
と
言
う
。
こ
の
関
連
に
つ
い
て
も
っ
と
も
詳
し
い
調
査

は
ポ
ー
ル
・
F
・
ウ
ェ
ル
ズ
と
ア
ン
・
ド
ゥ
ー
・
マ
ク
ル
ー
カ
ス
の

　
一
3
1
）

論
文
で
、
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
、
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
、
別
の
派

生
曲
で
あ
る
「
わ
が
母
の
忠
告
（
…
く
…
o
庄
實
，
ω
＞
庄
く
－
8
）
」
（
一

八
五
七
一
の
楽
譜
を
対
比
し
て
、
「
細
部
で
は
数
多
く
の
相
違
が
あ

る
が
、
全
般
的
な
旋
律
曲
線
（
∋
①
一
〇
2
〔
8
巨
o
膏
一
と
強
拍
の
あ

る
音
符
に
お
い
て
類
似
が
明
ら
か
で
あ
る
L
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
専

門
家
の
間
で
は
こ
れ
が
原
曲
で
あ
る
こ
と
は
「
通
説
」
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
曲
（
↓
ぎ
宛
o
器
↓
『
濡
）
は
ジ
ョ
ン
・
オ
キ
ー
フ
（
』
o
巨

O
、
穴
鶉
匡
脚
本
・
シ
ー
ル
ド
作
曲
の
喜
歌
劇
『
貧
し
き
兵
士
』

（
一
七
八
三
一
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
は
英
米
で
幾
度
も
上

演
さ
れ
た
と
い
う
一
ア
メ
リ
カ
初
演
は
一
七
八
五
年
一
。
こ
の
旋
律

は
ト
マ
ス
・
ム
ー
ア
の
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
ズ
』
（
一

八
O
八
⊥
二
四
一
所
収
の
「
我
を
去
り
し
望
み
を
嘆
か
ん
」
や
べ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
編
曲
の
『
十
二
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
歌
謡
集
』
一
一
八
一

二
－
二
二
）
所
収
の
「
彼
の
人
の
別
れ
の
約
束
」
盲
①
？
O
邑
ω
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㏄
）

竃
①
算
霊
ま
畠
一
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
カ
ー
（
｝
雪
寸
昌
ま
O
胃
’
一
七
六
九
－
一
八
三
二

作
曲
の
『
連
邦
序
曲
（
↓
冨
句
＆
胃
巴
O
く
胃
巨
篶
一
』
二
七
九
四

年
作
曲
、
九
五
年
出
版
）
に
お
い
て
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ

（
－
與
竃
胃
詔
≡
邑
器
）
」
や
「
ヤ
ン
キ
ー
・
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
」
や
「
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
洗
濯
女
（
↓
ま
ヨ
争
≠
鶉
訂
『
名
O
昌
竃
）
」
な
ど
七

曲
の
メ
ド
レ
ー
の
一
つ
と
し
て
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
が
使
わ
れ

て
い
る
（
ち
な
み
に
、
こ
の
作
晶
が
「
ヤ
ン
キ
ー
・
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
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轟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
一

ル
」
の
楽
譜
の
初
出
と
さ
れ
る
一
。
参
照
し
た
写
真
版
で
は
「
ヤ
ン

キ
ー
．
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
」
の
冒
頭
の
部
分
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

他
が
概
し
て
快
活
な
曲
で
あ
り
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
曲
で
あ

る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
も
同
様
の
編
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
拓
）

で
あ
っ
て
、
当
時
か
な
り
流
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
は
器
楽
曲
と
し
て
も
導
入
さ
れ
、

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
洗
濯
女
」
な
ど
の
ダ
ン
ス
曲
と
一
緒
に
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
も
前
の
一
七
八
九
年

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ニ
フ
イ
ナ
グ
ル

一
≧
異
彗
宗
『
家
一
畠
阻
〇
一
は
愛
唱
歌
集
一
。
．
四
8
＝
8
饒
昌
o
｛
．
雫

く
o
『
ま
．
眈
昌
窃
、
、
一
を
出
版
し
て
、
そ
の
中
に
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ

リ
ー
一
、
．
＞
カ
o
器
岸
需
、
、
一
」
［
こ
こ
で
は
不
定
冠
詞
］
が
含
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
＾
舶
）

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
は
、
民
衆
的
な
賛
美
歌
に
も
転
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
w
）

て
い
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
『
初
期
ア
メ
リ
カ
め
霊
歌
民
謡
』
に
主
旋
律

の
楽
譜
が
あ
り
、
リ
ズ
ム
の
点
か
ら
は
躍
動
感
に
欠
け
て
同
一
の
曲

と
は
言
い
難
い
が
、
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
の
前
半
部
分
と
は
旋
律

　
　
　
　
　
　
＾
鎚
）

の
輸
郭
が
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
歌
詞
は
．
．
↓
ぎ
s
涼
団
一
竃
α
o
｛

旦
畠
誓
屋
＼
ミ
訂
8
ω
耳
畠
昌
ω
o
二
〇
＜
｛
o
昌
く
雪
；
＝
一
＼
、
ヨ
ω
｝
胃
①

－
訂
き
ヨ
く
9
S
窒
『
P
＼
＞
ま
｝
9
①
＝
昌
皿
q
8
篶
9
∋
く
8
巨
－
…
、

と
い
う
も
の
で
、
内
容
的
に
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
。
ジ
ャ
ク
ソ

ン
は
『
南
部
高
地
の
白
人
霊
歌
』
に
お
い
て
も
同
じ
曲
を
示
し
て
、

「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
と
同
じ
ソ
ン
グ
・
タ
イ
プ
で
あ
る
と
示
唆
し
て

　
＾
3
9
）

い
る
。

　
こ
の
賛
美
歌
は
当
初
『
ノ
ツ
ク
ス
ヴ
ィ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
一
き
§
．

ミ
膏
き
§
o
ミ
）
』
（
一
八
三
八
一
に
収
録
さ
れ
、
こ
の
版
は

「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
（
．
．
H
訂
宛
O
馬
↓
『
鶉
．
、
）
」
と
い
う
題
（
歌
詞

は
同
じ
く
、
．
↓
序
篶
げ
〇
一
彗
o
o
↓
旦
雷
誓
『
①
－
．
一
一
で
、
ボ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

ン
．
カ
メ
ラ
ー
タ
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
版

と
リ
ズ
ム
は
同
じ
で
あ
る
が
低
音
部
が
主
旋
律
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
聞
い
た
感
じ
か
ら
す
る
と
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
と
演

奏
ス
タ
イ
ル
の
差
が
さ
ら
に
大
き
く
、
関
連
あ
る
曲
と
い
う
印
象
は

受
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
［
ノ
ー
ツ
で
も
関
連
は
述
べ
て
い
な
い
U
。

ま
た
お
そ
ら
く
は
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
か
ら
「
派
生
し
た
」
旋

律
と
曲
が
シ
ェ
イ
カ
ー
の
聖
歌
（
、
O
o
∋
①
竃
o
苧
雪
、
ω
ω
o
易
彗
庄

一
U
彗
①
司
巨
①
易
、
”
一
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
版
の
「
ロ
ー

ズ
．
ト
ゥ
リ
ー
」
に
は
類
似
点
が
あ
る
も
の
の
、
「
藁
の
中
の
七
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

鳥
」
と
は
あ
ま
り
似
て
い
な
い
。

　
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
の
旋
律
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
歌

一
、
．
…
一
鼻
竃
晶
鶉
、
）
が
ゲ
イ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ト
ン
編
『
サ
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一
〃
一

ム
・
ヘ
ン
リ
i
の
人
民
の
歌
』
に
載
っ
て
お
り
、
注
で
は
言
及
さ
れ

て
い
な
い
が
、
幾
分
か
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
に
似
て
い
る
（
こ
れ

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
版
）
。
ま
た
、
リ
ン
ス
コ
ッ
ト
は
「
ジ
ッ
プ
・

ク
ー
ン
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
「
我
が
祖
母
は
彼
方
の
草
原
に
住
ん
で

い
た
（
書
く
Ω
冨
コ
α
∋
O
｝
艘
＝
く
＆
O
コ
く
O
コ
0
9
＝
叶
↓
庁
O
『
8
コ
）
」

で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
歌
の
旋
律
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
起
源
の
「
オ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

ド
・
口
i
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
で
あ
る
、
と
言
う
。

七
「
ジ
ョ
リ
ー
二
三
フ
ー
」

　
ま
た
、
プ
レ
イ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ソ
ン
グ
の
「
ジ
ョ
リ
ー
・
ミ

ラ
ー
（
、
、
↓
す
①
－
O
＝
＜
…
三
實
、
、
昌
、
、
－
O
＝
＜
尿
乎
①
く
…
胃
、
、
）
」
に
は

「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
と
同
じ
一
ま
た
は
、
類
似
の
一
旋
律
の

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
「
原
曲
」
と
考
え
る
人

も
い
る
。
ジ
ェ
i
ム
ズ
・
フ
ァ
ル
ド
は
「
ジ
ョ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
は

チ
ャ
ペ
ル
（
O
ブ
叫
O
扁
戸
ミ
ミ
ざ
、
麦
ざ
県
き
軸
O
§
ミ
§
§
“
）

第
二
巻
六
六
八
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
似
て
い
な

＾
仙
）い

」
と
言
う
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
自
体
に
誤
り
は
な
い
が
、
フ
ァ
ル
ド

が
参
照
し
て
い
た
の
は
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
編
曲
も
あ
る
同
題
異
曲

（
通
用
名
は
、
↓
ま
≦
＝
雪
o
｛
一
亭
①
）
U
竃
．
、
で
、
チ
ャ
ペ
ル
の
題

は
．
．
↓
訂
ω
巨
鷺
昌
－
二
ω
国
o
竺
o
與
帯
H
冨
序
、
．
）
で
あ
っ
て
、
そ

も
そ
も
論
議
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ー
ム
ズ
は
「
流
行
の
ニ
グ
ロ
・
ソ
ン
グ
の
曲
に

は
、
節
が
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
曲
か
ら
「
盗
用
さ
れ
た
（
ω
巨
彗
一
」

も
の
が
あ
る
。
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
と
「
ポ
リ
ー
・
ウ
ォ
リ
ー
・

ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
（
勺
O
＝
く
幸
O
二
く
∪
O
0
2
①
）
」
は
そ
れ
ぞ
れ
遊
び
歌

の
「
ジ
ョ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
」
と
「
二
ー
ド
ル
ズ
・
ア
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
妨
）

（
Z
究
2
①
、
ω
向
益
）
」
か
ら
盗
用
さ
れ
た
L
と
言
う
。
ア
パ
ラ
チ
ア
育

ち
の
コ
ー
ム
ズ
と
し
て
は
体
験
上
「
ジ
ョ
リ
ー
ニ
ミ
ラ
ー
」
は
「
藁

の
中
の
七
面
鳥
」
よ
り
も
古
い
伝
承
曲
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
オ
ー
ピ
ー
夫
妻
の
『
遊
び
歌
』
で
は
、
掲
載
さ
れ
た
曲
は

違
う
が
、
「
こ
の
遊
び
の
記
録
や
記
憶
は
一
八
七
〇
年
代
以
前
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
〕

の
が
な
い
の
で
、
新
し
い
（
冒
o
宗
昌
）
も
の
と
考
え
た
く
な
る
」

と
い
う
の
で
あ
れ
ぱ
、
記
録
か
ら
す
る
と
コ
ー
ム
ズ
の
結
論
に
は
無

理
が
あ
る
。
た
だ
し
、
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
ゴ
ム
『
イ
ン
グ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
一

ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
承
ゲ
ー
ム
』
に
掲
載

の
版
一
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
ド
ン
カ
ス
タ
ー
の
エ
プ
ス
ワ
ス
一
向
蕩
－

ミ
o
H
員
o
o
篶
鶉
冨
『
一
で
採
録
）
の
旋
律
に
は
「
藁
の
中
の
七
面

鳥
」
と
部
分
的
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
と

ほ
ぼ
同
じ
旋
律
の
楽
譜
と
付
属
す
る
ゲ
ー
ム
一
ダ
ブ
ル
・
サ
ー
ク
ル

な
い
し
は
リ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
）
は
、
ア
ル
ト
ン
・
モ
リ
ス
『
フ
ロ
リ
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ダ
の
民
謡
』
お
よ
び
イ
ー
デ
ス
・
フ
ォ
ウ
ク
『
サ
リ
ー
・
ゴ
ー
・
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
一

ウ
ン
ド
・
ザ
・
サ
ン
』
に
あ
る
。

　
こ
の
他
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
ヘ
イ
メ
イ
カ
ー
ズ
」
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
ホ
i
ン
パ
イ
プ
曲
な
ど
も
候
補
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
根
拠
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
強
力
な
説
と
も
思
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
媚
〕

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
「
デ
ュ
ビ
ュ
ー
ク
一
一
）
亭
名
罵
）
」
も
関
連
が

あ
る
と
し
て
も
派
生
曲
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
八
　
お
わ
り
に

　
す
べ
て
の
候
補
に
言
及
し
て
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
か
ら
「
ジ
ッ
プ
・
ク
ー
ン
」
を
経
て
「
藁

の
中
の
七
面
鳥
」
へ
と
至
る
お
お
ま
か
な
系
譜
は
辿
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
る
。
ま
た
、
細
部
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
お
い
て
は
修

正
案
を
提
示
で
き
た
と
思
う
。
「
ロ
ー
ズ
・
ト
ゥ
リ
ー
」
よ
り
も
さ

ら
に
さ
か
の
ぼ
る
「
原
曲
」
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ル
ズ
と
マ
ク
ル
ー

カ
ス
の
詳
し
い
調
査
が
あ
る
し
、
演
奏
録
音
に
つ
い
て
は
句
o
寿

竃
易
一
こ
邑
婁
に
掲
載
の
六
八
点
（
う
ち
二
点
は
文
献
）
を
参
照
さ

　
＾
別
）

れ
た
い
。
た
だ
し
、
十
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
ヴ
ォ
ー

ド
ヴ
イ
ル
（
里
＝
｝
o
o
巨
竃
な
ど
）
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ド
ル

演
奏
に
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
オ
ク
ラ
ホ
マ
ニ
ミ
ク

サ
ー
」
と
し
て
の
日
本
へ
の
導
入
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
か
替
え

歌
な
ど
も
系
譜
の
検
討
す
べ
き
事
項
で
あ
っ
た
が
、
調
査
の
時
間
や

収
集
資
料
な
ど
に
制
約
が
あ
っ
た
た
め
に
割
愛
し
た
。

（
1
）
　
雪
胃
争
国
＝
俸
－
雷
目
望
畠
昌
μ
旨
簑
皇
ミ
S
h
§
軸
9
o
ミ

　
♀
』
§
耐
、
〔
亀
S
　
さ
§
萬
o
ミ
～
亀
、
b
昌
ミ
〔
雨
ρ
o
①
o
〇
一
『
O
F
U
団
O
顯
句
9

　
H
㊤
違
）
一
p
竃
．

一
2
）
O
巨
㎝
8
昌
艘
ω
昌
四
＝
一
§
ぎ
♀
§
9
§
§
§
§
亮
ミ
S

⑦
ミ
§
ざ
ミ
萬
ミ
、
o
良
g
§
汀
o
ミ
o
ミ
き
・
工
§
耐
、
§
s
§
之
〔

＾
O
団
5
①
『
＼
丙
－
く
o
『
H
自
目
－
H
㊤
o
0
N
）
一
〇
．
H
卜
o
．

一
3
）
河
o
臣
昌
；
幸
．
9
曽
貝
旨
巨
O
o
o
ユ
9
俸
＝
o
ミ
胃
o
幸
－

　
丙
溝
一
6
ま
一
b
ぎ
＄
亀
ミ
、
o
o
急
雨
、
完
彗
o
奏
－
o
o
o
o
．
竃
へ
“
き
プ

＆
．
＾
○
良
o
邑
⊂
邑
く
胃
9
｛
勺
『
鶉
μ
畠
ミ
）
一
な
お
鳶
卜
亀

　
き
ミ
軸
ミ
俸
肉
、
き
雨
ト
ミ
§
o
ミ
一
〇
〇
ミ
や
膏
完
§
o
ミ
｝
§
ぎ

　
○
寺
さ
ミ
之
磧
“
§
～
　
o
き
）
　
く
〇
一
．
N
　
＾
H
竃
o
o
－
H
o
ω
o
）
6
o
昌
昌
昌
け

　
竃
向
O
U
昌
冨
）
に
所
収
の
、
．
↓
胃
斥
2
｝
冨
墨
a
雪
亮
眈
。
、
ρ
o
墨
一

　
も
．
、
↓
胃
斥
2
ヲ
艘
而
2
畠
ミ
、
で
あ
る
。

＾
4
）
　
＞
5
箏
－
o
冒
凹
ぎ
§
雨
き
茅
ω
o
§
ミ
き
ミ
寺
㌧
§
雨
辻
§

　
θ
〇
一
』
巨
＆
四
き
岩
8
〕
一
2
〕
．
o
㎝
一
8
1

＾
5
）
』
昌
≠
雪
冨
昌
一
§
；
㌻
撃
§
“
㌧
ミ
9
ミ
㌧
ミ
§
§

　
ぎ
＞
“
s
良
ミ
ミ
き
－
O
雨
ミ
ぎ
ミ
エ
§
“
ぎ
o
s
ミ
ミ
ミ
ざ
、
吻
o
富
恥
＾
O
￥
｛
o
『
o

2Z2
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一
］
目
｛
く
o
『
ω
…
け
く
　
勺
『
①
ω
ω
1
H
㊤
o
心
〕
一
〇
一
H
↓
H
．

一
6
一
カ
o
σ
賢
O
彗
け
毒
戸
更
ミ
夷
§
蜆
饒
ミ
畠
ミ
§
ミ
§
雨
き
沖
－

　
　
“
ミ
的
県
き
“
O
、
、
ω
o
ミ
、
寺
雨
§
⑦
o
ミ
ミ
、
ρ
㊤
o
o
ど
U
凹
O
饅
七
〇
一
H
㊤
0
N
）
一

　
〇
一
覇
o
．

一
7
一
雪
o
訂
＆
9
島
9
8
ヨ
P
㌧
§
§
．
〔
§
き
澤
§
～
塁
§
、

　
ω
o
ミ
惨
　
ミ
s
，
　
　
o
｝
“
“
、
　
寒
§
、
“
吻
　
　
p
、
　
　
向
亮
ミ
吻
昏
・
ト
§
軸
ミ
．
o
富
ミ

　
　
ぎ
ミ
“
§
婁
～
竃
§
ミ
ぎ
き
雨
㌧
喜
員
ぎ
ミ
§
ミ
o
§
ミ
§

　
昌
ミ
、
向
済
雨
ミ
昏
雨
ミ
“
§
“
“
“
　
〔
ぎ
“
、
軸
、
吻
ざ
“
芝
＾
H
o
蜆
①
…
－
〕
o
く
①
『
1
H
㊤
司
一
）
．

一
8
一
ぎ
奉
3
貝
ぎ
§
“
§
ミ
ミ
ミ
ぎ
県
工
§
§
．
§
葛
ξ

　
U
凹
O
凹
o
〇
一
H
㊤
司
o
o
）
一
〇
－
蜆
㊤
－

＾
9
）
　
そ
れ
ぞ
れ
＜
．
＞
二
き
ミ
s
膏
ぎ
ミ
§
ざ
向
ぎ
儘
§
ω
⑦
営
膏

　
＾
ω
ヨ
岸
臣
冒
一
彗
勾
O
寿
≦
要
ω
O
】
〕
ω
向
S
o
竃
）
お
よ
ぴ
＜
．
＞
j

ト
§
§
．
o
§
ま
ミ
、
雨
§
§
二
宛
o
冒
宗
H
O
U
畠
量
に
収
録
。

一
1
0
一
ミ
ミ
守
§
s
8
ミ
§
雨
O
ミ
～
ミ
導
・
．
．
§
吋
き
s
ミ

　
完
“
“
、
O
o
ミ
“
o
弐
o
ミ
ー
「
旨
『
団
『
く
o
｛
O
o
目
匝
胃
『
o
岬
m
＾
プ
9
P
＼
＼
目
一
〇
ヨ
O
『
く
．

一
〇
〇
・
胴
O
く
芝
O
＼
邑
O
篶
＆
＼
－
ω
ミ
ー
讐
富
畠
留
・
轟
昌
）
・
録
音
は
一
九

六
七
年
、
ヴ
ァ
i
ジ
ニ
ア
州
。

（
u
）
　
－
o
す
目
｝
嘗
斥
o
a
言
o
2
o
）
一
ミ
ミ
鳶
ぎ
き
軸
記
“
、

　
b
ミ
餉
寺
（
夷
o
仁
自
O
o
『
O
U
o
ω
㊤
ド
H
㊤
o
3
［
O
∪
］
1

一
1
2
一
思
…
く
；
o
昌
鶉
m
昌
彗
匝
豆
o
斤
霊
毒
只
§
§
ミ
ミ
ざ

ト
構
§
き
？
竃
8
s
N
二
〇
竃
一
．
録
画
は
一
九
七
〇
年
代
初
め
と

田
心
わ
れ
る
。

＾
B
）
　
…
與
ユ
o
目
一
［
す
o
o
①
－
§
雨
ミ
、
、
、
雨
、
o
o
沖
（
o
団
斥
一
H
o
司
o
）
一
七
－
H
ω
．

＾
1
4
）
　
く
．
＞
J
鳶
“
㌧
、
§
o
魯
昏
雨
ミ
＾
内
o
⊆
目
o
o
H
O
U
o
0
N
0
〇
一
－
①
o
9
．

（
巧
）
　
］
≦
－
穴
①
く
饅
一
而
μ
、
．
O
o
〔
＝
ω
す
団
H
O
｛
目
＞
昌
而
ユ
o
胃
O
O
二
〇
〇
片
ぎ
胴

一
二
訂
＞
暑
巴
碧
巨
彗
ω
、
、
一
§
ぎ
ミ
ぎ
ミ
“
§
夕
＞
匡
〇
一
〇
峯
↓

○
鼻
葦
乏
玄
峯
ミ
ー
昌
畠
冨
庄
I
o
曇
鼻
＼
胃
ま
一
霧
＼
ω
訂
・
p
巨
邑
．

＾
1
6
）
　
↓
．
＞
自
卑
o
目
巾
『
o
ミ
P
、
．
↓
＝
①
O
ユ
阻
目
o
｛
之
o
胴
『
〇
一
≦
ヲ
・

　
ω
冒
9
ω
＜
二
〇
目
O
チ
O
二
〇
ω
｝
．
∪
與
き
き
ミ
“
S
b
ざ
寒
一
Z
①
峯
く
o
『
ぎ

　
崖
凄
）
．
［
筆
者
未
見
］

一
1
7
一
霊
易
ξ
苧
彗
一
皇
s
向
§
§
ミ
§
、
§
嚢
竃
曳
§
喜

　
ξ
§
ミ
ぎ
急
ミ
曾
＾
C
邑
く
o
易
岸
く
o
｛
O
＝
鵯
ブ
o
∋
顯
勺
H
o
窃
一
畠
8
一

　
H
㊤
べ
司
）
－
〇
一
H
o
o
①
’

一
1
8
一
穿
馨
＝
ω
彗
盲
ぎ
ト
§
§
．
§
ミ
ミ
ミ
ミ
麦
ざ
§
、
豪

　
、
ミ
包
s
S
P
く
o
－
I
N
＾
O
×
｛
o
『
匝
⊂
目
～
ω
畠
箒
＜
勺
『
①
ω
ω
一
H
o
o
o
o
o
－
七
－
崖
ω
．

（
㎎
）
　
U
巴
o
O
o
o
斤
H
0
昌
一
b
“
§
o
S
吻
県
b
泳
o
き
、
．
．
嚢
、
㌻
、
ざ
o
沖
・

　
さ
o
雨
ミ
“
S
急
§
ホ
亀
S
、
　
§
雨
、
　
き
ミ
、
＾
O
O
目
巳
〕
ユ
庄
困
o
⊂
邑
く
①
『
・

　
ω
甘
↓
く
勺
『
①
ω
ω
1
－
o
o
刊
）
－
o
．
o
｛
■

＾
2
0
）
　
↓
ブ
而
－
o
埣
o
『
ω
．
－
①
く
｝
O
o
昌
①
o
巨
o
目
　
o
｛
ω
ゴ
o
①
一
］
≦
自
9
〇

一
葦
芝
＼
雪
湯
ぎ
o
蔓
易
一
〇
．
畠
＆
ぎ
ー
＆
ミ
一
．

（
2
1
）
　
旋
律
は
同
じ
だ
が
、
S
構
ぎ
ざ
完
雨
曇
．
、
ぎ
§
§
．
ト
ミ
さ
、

　
○
ミ
ざ
、
曾
さ
蜆
母
ま
ミ
9
ミ
｝
き
＾
O
o
暮
雪
9
『
o
凹
昌
L
o
8
）
で
は
ト

長
調
に
移
調
し
て
い
る
一
ギ
タ
ー
曲
で
あ
る
た
め
一
。

＾
η
）
　
カ
ド
ゴ
国
『
庄
』
団
o
パ
眈
o
貝
①
庄
ニ
ミ
ミ
ざ
、
　
蟹
§
　
県
峯
匝
膏
§
§
・
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o
§
ぎ
Q
㌧
§
§
．
§
一
U
o
亮
H
L
彗
9
ら
－
轟
司
1

（
2
3
一
忌
畠
－
．
昌
箒
ヲ
髪
～
§
ミ
蟹
昌
ミ
留
ぎ
．
§
味
．
．
肉
ざ
落

　
き
宗
　
ミ
ミ
眈
“
o
　
，
o
　
、
昏
雨
　
〔
｝
竈
“
、
　
§
、
　
＾
⊂
自
－
く
而
『
眈
－
一
く
　
o
h
　
－
＝
｛
コ
o
川
ω

　
巾
『
①
閉
㎝
一
］
．
㊤
↓
『
〕
－
〇
一
H
ω
①
．

憂
）
さ
籟
き
き
§
§
．
o
ミ
§
§
雨
⑦
s
ミ
急
ミ
ミ
ざ
ミ
ぎ
｝
“
〔

　
言
－
ミ
（
喜
軸
、
ミ
ざ
§
＞
ざ
S
、
＾
肉
o
巨
箏
O
①
『
O
－
〕
一
0
N
戸
－
o
㊤
o
o
）
．

＾
妬
）
　
　
冨
凹
『
斥
　
一
く
二
血
O
目
．
　
．
．
↓
仁
『
穴
①
く
　
｛
目
　
け
す
O
　
ω
片
H
饅
ミ
ー
一
「
す
①
　
＞
目
国
一
・

○
昌
く
o
～
…
而
一
〇
身
．
．
責
膏
＼
≧
峯
弄
呂
昌
註
『
．
8
ヨ
＼
；
昌
ま
『
＼

　
冨
↓
≧
m
．
享
邑
）
こ
こ
に
は
カ
ー
の
楽
譜
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
㌧
§
§
．
§
9
翁
ぎ
恥
．
≧
§
ぎ
ミ
幸
O
§
ぎ
ミ
⑦
§
畑
⑦
ぎ
募

言
膏
ミ
昌
竃
o
『
二
〇
〔
－
㏄
o
く
＼
団
昌
昌
①
昌
｝
舅
争
罫
こ

（
2
7
）
　
一
九
三
〇
代
隼
代
か
ら
四
〇
年
年
代
に
か
け
て
で
は
、
た
と

　
え
ぱ
、
日
9
窒
＝
夢
訂
＆
巨
畠
8
け
一
一
き
§
ω
§
湧
ミ
o
ミ

≧
§
暑
～
§
、
…
凹
§
…
彗
」
㊤
ω
睾
呂
お
［
、
竃
く
9
曽
o
－

昌
o
亭
胃
■
く
＆
昌
く
昌
ま
『
＝
三
①
o
冨
雪
．
、
へ
の
解
説
］
一

ω
ポ
昌
昌
匝
晋
罵
言
㌧
§
ざ
ミ
県
ミ
ミ
ざ
、
§
｝
“
〔
ぎ

　
ト
§
“
ミ
ー
§
　
　
＾
内
與
自
庄
O
目
一
　
　
匡
O
＝
眈
O
1
　
H
O
仁
O
O
）
－
　
O
O
．
司
N
1
↓
ω
…
　
竃
凹
『
｝
饅

　
－
①
顯
o
ブ
一
〇
庄
．
u
き
＾
ミ
沖
氏
　
ξ
s
亀
～
涼
　
ω
“
昌
ミ
§
ミ
b
“
〔
、
“
o
s
亀
ミ
　
ミ

　
き
ミ
o
員
ξ
き
之
§
§
、
卜
嚢
ミ
一
；
一
l
N
葛
…
庁
俸

峯
品
篶
＝
L
旨
ε
一
姜
一
↓
⊆
『
訂
ニ
ニ
冨
ω
片
量
宍

一
2
8
）
9
胃
一
〇
巴
－
5
昌
員
麦
膏
曇
一
ξ
害
ざ
『
9
秦
ざ
工
§
砧
ぎ

　
＾
］
ノ
H
o
『
一
〇
目
－
H
o
↓
o
と
o
l
蜆
蜆
■

（
㎎
）
　
　
－
〕
国
コ
ー
o
－
　
－
（
－
目
閑
ヨ
］
団
旨
－
ト
、
ミ
“
ミ
．
o
s
ミ
　
ミ
轟
｛
o
■
．
　
㌧
　
き
ミ
o
§
、
き
亀
－

　
N
コ
o
①
匹
．
＾
ω
o
＝
｝
H
日
口
①
『
｝
o
o
斥
ω
－
H
o
o
o
）
’
o
■
N
①
N
．

（
3
0
〕
　
O
o
o
o
＝
印
O
o
目
峯
画
き
害
§
§
嚢
ミ
．
o
夢
“
o
S
“
ミ
㌧
§
富
ざ
・

　
○
ま
“
富
　
倉
」
－
己
く
①
『
閉
｝
一
｝
　
o
｛
　
一
り
①
旨
目
⑦
ω
㎝
耐
o
　
勺
『
o
眈
眈
1
　
H
㊤
㊤
蜆
〕
1
　
o
o
．
o
o
司
l
o
o
…

　
＞
一
凹
コ
　
ー
與
σ
σ
o
自
『
1
　
、
．
z
o
け
o
ω
．
、
　
一
〇
　
工
§
吋
ミ
．
§
ミ
　
　
ミ
、
軋
、
雨
　
3
＾
ミ
雨
｝

　
＾
H
㊤
司
－
一
『
五
號
一
』
①
匝
勾
o
自
目
庄
①
『
O
U
－
㎝
－
o
〇
一
M
0
0
0
）
．

（
㎝
）
　
　
勺
国
皇
－
｝
．
～
く
①
＝
ω
四
目
o
＞
目
目
而
・
－
〕
す
＝
　
竃
o
］
「
＝
o
印
m
、
、
竃
自
ω
｝
o
国
－

　
「
「
＝
何
団
叶
①
『
與
ω
o
　
］
「
’
コ
斤
一
〕
①
叶
’
く
o
o
コ
　
向
o
－
斥
　
凹
目
庄
　
巾
o
o
自
－
団
『
　
一
「
『
與
庄
－
・

　
一
－
o
目
蜆
｝
、
、
－
コ
　
一
＼
“
吻
募
　
曳
ト
§
“
ミ
．
§
ミ
　
ミ
婁
“
い
u
①
庄
｛
け
①
山
げ
く
　
ω
目
㎝
凹
目

　
］
ピ
一
勺
o
『
一
〇
『
與
目
庄
　
－
o
プ
目
　
〔
｝
『
印
N
｝
與
旨
o
　
＾
＝
印
H
『
口
o
目
－
o
　
巾
団
『
斥
　
巾
『
①
㎝
ω
1

　
－
O
O
O
］
O
O
．
O
岨
－
一
N
ω
〕
．

（
祝
）
　
　
｝
『
凹
コ
〔
－
眈
　
丙
o
σ
｝
目
m
o
目
－
　
舳
庄
．
－
　
ト
　
ω
雨
、
軸
o
、
“
o
s
　
県
　
ぎ
げ
寺
　
ミ
雨
、
－

○
き
吻
二
〇
；
亮
o
巨
易
昌
彗
庄
害
ω
邑
二
ま
．
冨
昌
一
〇
〇
曽
－

。
。
①
）
一
ト
ミ
き
酎
竈
§
き
雨
き
§
§
一
さ
菱
ミ
、
由
§
き
ミ
§
帽
§

　
＾
O
o
冒
旦
o
け
①
｝
o
o
け
ケ
o
く
①
目
向
庄
－
巨
9
戸
く
o
－
．
H
ご
＾
U
四
』
房
〔
ブ
o
○
『
印
昌
・

　
ヨ
o
昌
昌
畠
ω
↓
o
。
⑦
－
N
H
竃
3
［
O
昌
．
前
者
は
≧
o
壱
ヨ
9
蜆
9
、

　
目
］
凹
目
目
－
　
耐
匝
一
－
　
吻
o
ミ
ミ
雨
｝
　
ミ
　
ト
ミ
．
｝
ぎ
　
ぎ
、
“
－
｝
o
s
膏
－
　
ミ
宝
吻
“
い
．
。
　
く
o
－
N

　
6
胃
一
彗
戸
岩
畠
一
一
昌
．
蟹
ま
に
も
収
録
。

＾
”
ω
）
　
　
＝
顯
『
『
く
　
－
〕
’
〇
一
一
け
籟
『
　
俸
　
一
円
’
＝
o
け
け
　
ω
＝
與
o
－
『
o
’
　
き
暑
“
｝
o
o
朴
　
曳

黒
喜
工
§
§
．
§
ミ
撃
§
ミ
§
ざ
－
嚢
－
－
嚢
ρ
漫
H
一
『
早

　
－
）
o
く
①
■
H
o
司
ご
一
P
－
o
〇
一
〇
㎝
o
国
『
ω
o
目
目
①
o
ぎ
完
患
o
ミ
o
ミ
　
、
，
掌
“

　
吻
、
畠
『
・
筈
昌
ミ
～
雨
、
　
き
富
ミ
雨
“
、
，
　
、
姜
“
～
　
o
o
～
ミ
§
｝
“
§
、
、
、
　
．
ざ
§
雨
ミ
．
o
富
、
、
、
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49）　「藁の中の七面鳥」の系譜（その二

　
。
、
】
“
ミ
沖
民
軸
　
ト
）
o
o
、
、
雨
、
、
　
＾
H
o
o
o
…
〔
七
け
．
］
〕
o
く
①
『
1
　
］
．
o
司
M
ソ
　
o
o
．
①
o
o
－
　
一
N
一
…

　
ω
－
冒
的
H
口
目
目
o
ω
o
與
①
一
す
1
奏
、
o
ミ
　
県
ミ
ミ
ざ
『
　
ミ
§
“
o
1
七
一
H
司
．

（
糾
）
冒
o
睾
雪
俸
ω
訂
昌
o
二
〇
＝
o
色
握
忌
〇
一
＜
o
冨
零
a
ω
耳

　
－
ド
螂
ミ
『
o
目
o
o
ー
　
ミ
ミ
吻
“
o
さ
、
　
き
、
ミ
．
o
冴
一
き
、
“
H
“
〔
｝
昌
ミ
仰
　
亀
富
、
　
、
ミ
餉
“
－

　
、
軸
ミ
沫
　
＾
窒
與
o
目
一
巳
－
凹
コ
ー
一
〇
↓
閉
〕
｝
o
．
H
o
o
㎝
－

一
3
5
）
　
晋
罵
員
o
、
；
い
つ
ご
ろ
ま
で
流
行
し
て
い
た
の
か
は
定
か

　
で
な
い
が
、
十
九
世
紀
に
、
．
雪
o
訂
｝
o
q
『
斗
o
、
≧
「
↓
才
巾
冨
需

　
旨
o
o
1
、
　
＾
雪
1
∪
o
］
≦
団
『
餉
国
月
勺
一
』
一
］
＝
餉
す
①
『
－
ω
o
o
　
俸
　
①
o
O
プ
與
一
＝
與
目
－

　
ω
冒
需
戸
z
■
く
、
［
p
o
。
］
一
と
い
う
ソ
ン
グ
・
シ
ー
ト
（
歌
詞
の

　
み
）
が
出
て
い
る
（
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
）
。
ま
た
、
歌
詞

　
　
つ
き
の
楽
譜
＾
－
己
〇
二
H
）
＞
カ
o
詔
↓
冨
o
．
G
〕
O
す
雪
O
斥
需
巨
－

　
O
｛
凹
自
U
①
凹
け
＝
ω
o
目
甘
q
－
O
o
『
目
O
o
㎝
①
■
　
－
｝
ユ
o
涼
戸
　
＞
『
『
団
コ
胴
o
『
一
目
凹

　
巾
巨
σ
＝
o
団
け
－
o
目
H
巾
す
＝
回
匝
価
－
o
ブ
山
凹
H
〔
｝
－
向
．
籟
－
回
斥
①
－
z
o
．
H
ω
　
ω
o
＝
け
す
蜆
一
す

　
ω
旨
需
戸
目
■
ε
が
リ
ー
ヴ
ィ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
こ
れ
ら

　
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
参
照
で
き
る
。

（
3
6
）
留
窒
員
呂
N
－

（
η
）
　
　
〔
｝
舳
o
『
o
q
①
　
勺
一
』
＝
⑭
旨
　
－
国
〔
斥
㎝
o
目
－
　
留
＾
．
ミ
．
叶
ミ
亀
、
　
き
宗
－
い
o
§
　
o
、

夢
喜
ト
§
§
．
s
G
㊤
§
『
冥
U
o
く
員
H
竃
｛
）
一
目
o
．
竃
一
君
．
－
崖
－

　
＝
〇
一
－

＾
3
8
）
　
な
お
、
、
向
o
プ
o
鶉
o
｛
　
．
↓
胃
斤
①
く
－
『
一
9
o
ω
F
轟
奉
、
－
凹
需

　
サ
o
鵯
『
o
－
目
け
＝
’
ω
け
冒
コ
o
‘
　
［
≡
］
　
一
「
サ
而
＝
自
目
一
〇
匝
－
與
一
①
與
目
〔
o
眈
一
〇
H
o
｛
け
ゴ
①

　
一
目
目
①
u
顯
目
〇
一
サ
①
m
o
E
『
o
o
o
｛
－
け
m
け
｛
一
－
o
・
－
㎝
け
才
o
㎝
o
〇
一
』
－
凹
『
ω
o
目
o
目
．
＞

　
勾
o
m
而
－
一
□
『
①
而
　
－
自
　
　
｝
自
＝
　
　
匝
①
φ
『
－
目
胴
、
1
　
§
雨
　
肉
s
帽
、
．
｝
寺
　
　
§
砺
｝
§
～

　
完
魯
o
肪
｝
、
o
ミ
一
　
］
円
庄
｛
目
σ
自
『
胴
ブ
ー
　
一
〇
〇
－
－
－
　
七
」
N
司
．
　
－
け
　
饅
口
℃
而
凹
『
①
匝
　
　
－
目

　
一
く
＝
＝
凹
日
コ
ω
ブ
｛
o
－
o
、
㎝
げ
印
＝
凹
創
o
o
①
H
凹
、
一
リ
プ
o
勺
o
o
『
ω
o
－
庄
－
①
『
、
－
H
司
o
o
ω
．

　
一
一
プ
o
．
勾
o
需
↓
『
g
、
巴
『
ミ
轟
斥
自
o
峯
コ
ぎ
宇
〇
一
彗
一
庄
竺
窒
鶉

　
．
］
≦
o
『
o
o
コ
○
．
〇
一
』
＝
o
ヨ
団
自
、
饅
コ
庄
婁
饅
帥
凹
ω
m
o
9
凹
一
①
♀
四
目
δ
目
胴
O
片
ケ
o
『

　
け
①
共
け
m
－
ミ
｝
斤
サ
竃
o
o
『
①
”
ω
．
－
、
o
　
…
o
自
『
目
け
す
①
　
葭
o
o
①
ω
一
＝
葭
け
］
「
而
凹
く
o

⊂
ω
一
導
］
、
1
、
、
言
鼻
ω
昌
ら
ー
－
曇

（
3
9
）
盲
o
訂
o
P
§
ミ
雨
留
ぎ
1
、
§
サ
ぎ
き
軸
争
ミ
ぎ
§
S
ぎ
s
蚤

　
（
－
㊤
ω
ω
…
『
o
け
－
〕
o
く
①
『
u
H
o
①
㎝
〕
’
o
■
H
①
①
．

＾
ω
）
　
↓
ゴ
o
　
｝
o
9
9
一
　
〇
胆
ヨ
①
『
胆
け
戸
　
ト
き
雨
尋
　
ぎ
軸
．
．
㌧
§
雨
ミ
ー
o
S
ミ

　
ミ
ミ
之
o
－
N
§
－
』
O
o
①
－
＾
向
丙
＞
一
一
〇
ω
㊤
o
o
直
－
N
H
①
①
o
o
－
N
一
H
①
o
o
o
）
［
O
U
］
．

石
）
畠
峯
彗
乱
U
1
＞
己
冨
ヌ
§
“
Ω
嵩
ざ
黒
9
§
ミ
雨
1
．
⑦
§
撃

皇
s
§
§
“
尋
ミ
募
ミ
§
雨
ト
§
恥
ミ
§
ω
ぎ
沖
§
葛
貞
H
早

U
o
く
貝
岩
s
）
ら
■
岩
杜
、
な
お
、
シ
ェ
イ
カ
ー
の
代
表
的
な
聖
歌
で

　
は
な
い
よ
う
で
、
－
）
団
三
9
奏
、
勺
算
8
畠
o
p
§
雨
ω
ぎ
ぎ
、
畠
ぎ
．
、

　
、
§
、
扁
ユ
昌
g
昌
c
＝
～
雪
ω
ξ
～
鶉
9
H
彗
㊤
一
一
㌧
吻
ぎ
ぎ
、

　
喜
§
ミ
亀
、
　
＾
＞
｝
団
o
ω
－
ヨ
ロ
ニ
o
向
o
－
け
｛
o
目
　
o
｛
↓
＝
o
　
H
㊤
o
o
o
　
＝
く
『
コ
＝
凹
－
　
o
｛

艘
o
O
彗
8
『
ぎ
q
望
算
雪
ω
）
6
毒
工
8
斥
～
鶉
9
H
竃
o
）
に
は
未

収
録
。

（
犯
）
o
巴
o
｝
…
葦
膏
昌
ら
｝
寒
§
き
s
ミ
、
｝
9
§
ミ
§
雨

　
き
s
汀
6
ま
く
R
m
ξ
o
申
o
8
『
阻
饅
～
鶉
眈
し
㊤
8
）
ら
一
望
1

＾
蝸
〕
　
　
［
－
コ
㎝
o
〇
一
戸
　
き
宗
　
ω
o
ミ
僅
　
曳
　
〔
ミ
、
　
き
ミ
　
撃
崎
ざ
§
、
1
o
o
．
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－
o
H
－
N
　
　
N
杜
ω
■

＾
〃
”
）
　
　
句
目
－
〇
一
民
o
o
細
o
、
　
き
ミ
軋
－
き
§
o
§
ミ
｝
轟
“
〔
ー
ム
片
ブ
①
o
1
1
o
1
蜆
o
心
－

　
目
＝
一

＾
蝸
）
　
　
－
o
ω
甘
凹
ブ
　
＝
．
　
O
o
昌
σ
9
　
　
き
§
・
吻
o
S
擾
　
　
ミ
　
　
ー
“
軸
　
⑦
o
罧
、
寺
雨
§

　
s
｝
、
雨
～
ω
ぎ
、
雨
吻
’
o
o
’
σ
く
－
〕
’
宍
’
～
く
二
胴
⊆
ω
＾
c
旨
－
く
①
『
ω
岸
く
o
｛
↓
o
￥
凹
蜆

　
勺
鳥
ω
9
岩
S
ン
O
．
8
一
コ
ー
H
①
－
な
お
一
肉
o
σ
①
耳
〇
四
鼻
峯
①
＝
一
、
、
§
－

恥
嚢
肪
嚢
§
沖
き
ミ
s
ら
．
H
蟹
に
も
言
及
あ
り
。

＾
4
6
）
　
－
o
＝
鵯
俸
勺
9
害
○
旦
9
§
“
吻
｝
轟
“
轟
9
§
雨
（
O
■
｛
o
［
庄

　
‘
」
目
－
く
①
『
m
－
け
く
、
『
o
ω
9
－
o
o
o
蜆
）
－
℃
1
ω
H
胆
1

＾
〃
川
）
　
　
＞
ご
o
①
困
①
『
斤
プ
四
（
｝
σ
目
一
ヨ
①
1
　
§
軸
　
ぎ
、
“
ミ
o
ミ
§
、
　
〔
ざ
§
婁
　
県

　
向
亮
～
s
s
具
　
　
⑦
〔
o
、
ざ
ミ
具
　
　
昌
ミ
、
　
』
ざ
ぎ
§
、
一
　
く
o
－
■
H
　
＾
－
o
o
㊤
｛
－
o
o
o
…
　
『
o
↓
．

　
－
〕
o
く
o
i
一
㊤
①
ト
〕
u
七
－
N
0
o
o
．

＾
蝸
）
　
＞
斥
o
目
O
．
］
≦
o
『
ユ
μ
き
宗
吻
o
§
県
ミ
o
ミ
．
き
＾
⊂
～
く
巾
『
m
饒
く

　
o
｛
司
－
o
『
｛
庄
団
　
　
勺
『
o
ω
μ
　
一
〇
蜆
〇
一
H
o
o
o
〕
－
o
1
M
N
H
…
向
o
ミ
斥
①
一
寒
～
営
　
Ω
o

　
氏
o
ミ
ミ
、
　
、
昏
“
　
⑦
寒
ミ
　
o
∪
o
⊆
σ
－
冊
包
凹
く
一
－
o
①
㊤
〕
一
七
〇
－
N
0
0
一
　
－
ム
o
　
［
．
、
一
「
ブ
o

』
O
ξ
O
巨
ζ
≡
雪
、
］
、
こ
れ
ら
の
曲
が
「
藁
の
中
の
七
面
鳥
」
で

　
あ
る
こ
と
を
編
者
た
ち
が
述
べ
て
い
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。

　
「
ジ
ョ
リ
ー
二
三
フ
ー
一
ミ
ラ
ー
・
ボ
ー
イ
一
」
は
他
の
曲
で
も
あ
る

　
＾
く
凹
コ
〔
①
　
カ
凹
コ
o
o
行
7
　
0
N
昌
暮
　
き
宗
竃
§
一
く
o
；
－
一
　
ω
一
印
后

　
雪
ω
8
ユ
s
一
ω
o
9
①
｛
o
｛
竃
一
詔
o
昌
一
H
o
お
一
暑
．
畠
ω
－
竃
）
。
ゲ
ー

　
ム
そ
の
も
の
一
た
だ
し
、
曲
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
言
及
な
し
）

　
　
の
系
譜
に
つ
い
て
は
－
o
～
o
、
＞
邑
胃
呂
p
、
竃
…
串
｝
o
メ
、

　
○
目
巾
o
｛
｝
o
ヨ
易
ド
凹
目
1
』
r
団
終
o
｛
け
＝
o
＝
凹
く
－
勺
団
『
q
O
団
ヨ
①
ω
、

　
＾
き
ミ
昏
〔
ぎ
、
o
ミ
s
昌
ぎ
§
、
o
ミ
旨
ミ
§
亀
、
N
H
＾
H
〇
一
ω
y
『
耐
七
『
－
目
一
巾
o
｛
箏

　
完
耐
s
、
｝
s
砦
　
“
ミ
　
㌧
§
軸
ミ
．
い
富
ミ
　
き
宗
、
o
ミ
’
　
o
o
1
　
『
｝
　
－
団
自
　
葭
団
『
o
H
庄

　
卑
…
く
彗
戸
z
o
冥
o
目
L
彗
o
も
p
ω
H
o
－
轟
）
を
参
照
。

（
犯
）
U
『
＝
一
』
昌
一
〕
巾
国
庄
．
ω
Z
①
ミ
↓
『
與
目
O
巨
－
岸
く
ω
冒
－
－
漏
巾
凹
目
O
の

　
、
U
亭
ξ
亮
、
に
は
少
し
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
＾
＜
■
＞
二
　
§
“

　
　
｝
“
ミ
嵩
鳶
“
8
一
肉
〇
一
』
目
o
①
『
O
U
o
ω
－
P
－
o
o
ム
）
。

（
5
0
）
　
　
才
一
け
o
H
＼
＼
｛
o
－
斥
－
目
α
①
x
．
コ
一
ω
①
」
ブ
冨
．
①
ユ
自
＼

【
追
記
】
　
ω
頁
の
サ
イ
モ
ン
・
ブ
ロ
ナ
ー
の
著
書
は
ω
ぎ
昌
－
■

団
『
o
自
目
価
■
　
o
、
、
－
§
§
雨
　
き
防
“
〔
　
き
沖
雨
δ
　
ミ
　
き
§
　
　
さ
喜
　
い
ざ
“
“

一
身
冨
昌
需
⊂
邑
喬
『
m
ξ
手
o
捗
H
畠
一
署
．
曽
H
－
N
）
で
あ
る
。
4
3
頁

の
「
我
が
母
の
忠
告
」
の
シ
i
ト
ニ
ミ
ュ
i
ジ
ッ
ク
版
一
、
…
く

9
彗
庄
昌
団
、
ω
＞
～
ぎ
一
考
o
＆
ω
彗
o
竃
邑
o
耳
；
、
）
が
リ
ー

ヴ
ィ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
一
八
五
七
年
版
）
と
議
会
図
書
館
二
八

八
五
年
版
一
に
あ
り
、
妨
頁
で
言
及
し
た
「
我
が
祖
母
」
と
同
じ
歌

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）
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